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厚木市立清水小学校
　　　　 　
　

　　　
　

　　　　 　　　　　　 　 　　　

舒 薹 一 〆 ･ Iしみすっ拗元リ輝く勢い ･鰹な霰
　　　　 　 　

- セーフスクールで安心 ･安全な学校づくり

｢しみずつ子の光り輝く安心 ･安全な学校｣ , 蛉

　　　　　　　

■田園霊園匙三国国凄ょ畑.
厚木市のほぼ中央に位置する清水小学署刻ま、 先人のたゆまざる努力

によって創られた 130 年余の長い歴史とよき伝統を大切に し、 地域と

家庭とのイ言頚と尊敬で結載れる学校づくりもご努力している。

校庭にそびえる一本のヒマラヤスギの大樹は、 本校のシンボルとし

て市民から親しまれており、 また、 小学校に隣接する妻田薬師 (遍照

院) には県指定天然記念物である相罐絲勺500 年のクスノキや市指定有

形文化財の薬師堂がある。

清水レj･のシンボル ｢ヒマラヤスギ｣
1上 児童数

全校児童数 916 人 (2010 年 2月 1 日現在)
1年生 2年生 3年生 4 年生 5年生 6 年生 学習室 合計

クラス数 (クラス) 5 4 5 4 5 4 5 32

児童数 ひ＼) 162 141 167 144 1範 140 16 916

2 t鞭朝勺な特徴

清7約i･学校は、 本厚木駅からオヒヘ約 3 k m、 神奈川県握旱木市のほぼ中央に位置している。 東に中津川、 西に小

鮎川と2つのy剛胴こ挟まれた住宅の多い地域で、 国道 412 号線、 24蜷 期劾ミ区域を南北に貫き、 交通量も多い地

域である。

1 校内外傷発生データの集計

2の8 年4月 1 日から2(ゆ9 年 3月 31 日までの間、 学校保健室に寄せられた外傷データ 5,636 件を集計

･ けがをした時間帯のトップは、 ｢昼休み｣ で約 15%、 次いで ｢15分封札み｣ が 11%
･ けがをした場所は、 ｢教室｣ がトップで約 27%、 次が ｢校庭｣ で約 23%

2 自転車用ヘルメ ッ トに関するアンケート調査の実施

2〔ゆ8 年 10月、 全校児童を対象に自転車用ヘルメ ッ トに関するアンケート調査を実施

･ 自転車用ヘルメ ッ トを持っている児童は、 全体の約 25%
･ 自転車を持っている児童中、 いつも自転車用ヘルメ ッ トをかぶっている児童歳約9%

3 ワークショ ップの実施

しみずっ子すこやかネ ットワーク会議のメ ンバーを中心に、 3 回の

ワークショ ッ プを開f橇 各回の参加者“離均30ノん 地掬燐測題の抽出 ･

共有、 対策の検討などを行っている。
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1 優先課題で

(1 ) 校内外傷発生データから導き出された課題

･ ｢昼休み｣ や ｢15分封礼み｣ など休み時間にけがが多く発生している。 → 休努鷆郷間のけが防止の注意喚起

･ ｢教室｣、 ｢校庭封 でけがが多く発生している。 → けが発生場所の周知

(2 ) 自転車用ヘルメ ッ トに関するア ンケート調査結果から導き出された課題-

･児童のほとんどが自転車を所有しているが、 自転車用ヘルメ ットの所持者は全体の約 25%、 自転車用ヘルメ

ッ トの着用率は 10% にも満たない。 → 自転車用ヘルメ ッ ト;着用の推進
･　　 　　　　　　

2 目標

(1) 校内外傷発生f聖数の削減 (2008 年度イ鰭友 5,636 件)
(2 ) 自転車用ヘルメ ッ ト着用率の向上 (2008 年度着用率 ; 8.8% )

D 分野横断的安全推輯国網‐曲の設置

1 しみずっ子すこやかネ ッ トワーク会議

P T A や詫交、 青少年震雛系団体、 交通安全関雛系団体、 自治会、 老人会など地域の様々な団体関髯系者により構成

されており、 t遡域の子どもの生活安全 ･ 交通安全 ･ 生活指導等を地域ぐるみの活動に広め、 子どもも地域の皆さ

んも安心して暮らせるまちづくりるこ取り組んでいる。

また、 児童委員会と連携し、 協議内容等の情報を相互に共有、 効果的な対策を協力して展開している。

なお、 2くめ9 年 4月からは、 厚木市が指定する ｢セーフコミュニティモデル地区｣ として、 市のセーフコミュ

ニティ活動と連携し、 学彬交や子どもを基軸とした取組の中心珀勺役蟠りを果たしてきた窃

2 児童会 ･ 各委員会

児童会を中心に、 5、 6 年生で構成された{瀦腱委員会葱まじめとする各委員会が、 校内の安全に関する事項に

ついて対策を立て満電かする。

また、 しみずっ子すこやかネ ッ トワーク会議との連絡 ･ 調整を密に し、 相互の意見を活動に活かすなど連携を

図っている。

清水小芍舛史教育プラン : ｢しみずっ子の光明輝く安心 ･ 安全な学校｣

重点 ; ｢元気な体 ･ 安全 ･ 安心｣

1 校庭国編双蟠等を活用した体力づくりの推進

2 食教育 ･ 給食指導の推進

3 安全で安心して生活できる学校

4 交通ル之銭輔導の充実

しみずっ子すこやかネ ッ トワーク会議目的 (抜粋)
｢地域の子どもの生活安全 ･ 交通安全 ･ 生活指導等を地域ぐる

みの活動に広める展開を進め、 子どもも地域の皆さんも安心し

て暮らせる街づくり運動に発展させる。｣
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1 校内外傷発生筒所図の掲示
　　　　　 　　

にシールを貼り付けている。
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校楡報の平面図を鮴U憧自拗凝れた箇所 終ぞ謙二.
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鰍箇所盃可視化される些もん幹への関心鞆触る鰡ぼ ,

こ･ 改善すべき点ら膣自 らが親し･ 具砺鯨嫌を 圓鎚 臘熟ま ‘◆-偽礎提案する。

2 校内けが予防運動 (実施予定)
児童会 ･ 各委員会が、 校内外傷発生データをもとるこ、 けがの多く発生した ｢時間帯｣、 ｢場所｣ などを児童に周

知し、 注意を喚起するとともるこ
、 ルールづくりや、 児童相互の管理体制を確立する。

3 ヘルメ ッ ト着用鋤･ ヘルメ ッ ト着用率グラフの掲示
鷺急が

爾 t総
自転車用ヘルメ , トの着用を促すチラシの配布や、 着 霧蜜蝋･ 60 ･

　　　　

{40
　　　　
　　　
　　　　

用率の調査結果をグラフ化したものを校内に掲示するな

ど、 児童辯糯護者への啓発、 意識改革を推進している。
･桝' ÷20

4 自転車安全教室等の実施

凝鵞をヲ鞠“してぃる。

ゾ 繍自転車の安全嫌り方をナ-などを学ぶ鰤鯰 鞠漆脳鰹燕議癒 鱈罐 訛
　　　　　　　　　　　　　 　 　　

　
　　 　

　また、 ｢交通安全子ども目轆神奈川-県大会= こ出場し･ “ 、

鱒 覇 ,

麗寮費覇粃費磨縣術の成果を発 鱸きせ雑護国 ･転義箋 “ “翌
5 地域安全マ ップの作成 蓬

　 　
　

　　 　　 　

F ま毒白身の日局で拗城の匍衛箇所ゃ不害笛所を確認 L マ ップに主ンめていろ. ≧也 はご′ミコ

　
　
　　

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　
　

　 　　　 　　 　　　 　　　
どもの危険予知能ヵ勒剛瑛回避能ヵ、 防犯意識の向上を図るとともに ･ 地域への に歯 学心滞れ禮榑野

"･

　　 　　　　　　　　　 　　 　　　
しもべ鯰蕁凄も逮馨 輝度二衰
　　　　　 　　　　　　

愛着心を育む。

6 愛の目運動

老人会や交通安全指導員、 交通安全母の会、 P T A などの各種団体が、 l 轢殺黙過趨馨 】
、

登下校硼寺の子どもの安全を守るため、 見守り運動を実施している。

応召鱗調理鋤縮鱗.猟鴛.- - ,
妻蝋群も.

ナイーベス トを着用し、 市民が一丸となって安全に対する取組を行って
… ,

いることを不審者等に見せること“こより犯罪等のラ粍脅榔坊止を図っている。

8 かけこみ務ン トの充実
廳すごみボルト

【糧総麓児童を不審者等から守ることを目的に、 住宅や商店を

緊急過紮驚場所として指定し、 通学路等の安全確保を図る

富む｢かけこみポイ ント｣ の指定数の一層の拡大のため、 各

家庭礬〕商店へ協力を呼びかけ、 現在、 850箇所余りが登

録されている。
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1 校内外傷発生データ収集

校内で発生したけがのデータを保健室において収集し、 けがをした ｢日輔田｣、 ｢場所｣、 ｢原因｣、 ｢禾醗巍、
｢部位｣

などの情報を記録している。

2 校内外傷発生箇所データ収集

校内に学校の平面図を手捗示し、 児童自らがけがをした箇所にシールを貼り付けている。

3 自転車用ヘルメ ットに関するア ンケート調査

全児童を対象に、 自転車の所有の有無及びヘルメ ッ トの所有の有無並びに着用の有無を調査している。

■■副E E団豊目■■ ※ 目標値を今後設定

1 校内外傷発生件数 (2〔ゆ8 年度 : 5,636 件)

2 自転車ヘルメ ッ ト着用率 (2(ゆ8 年度 ; 8.8% )

3 交通事故ゼロ 日数 (2010 年 3月 1 日現在 : 300 日)

4 しみずっ子すこやかネ ッ トワーク会議における

プログラム管理、言靴面

Iネットワークへの継続参加

･ 2008.11

･ 2009 .2

･ 2009.3

･ 2009.4

･ 2009 .9

･ 2009 .11

･ 2009.11

･ 20 10.2

･ 2010 .3

･ 2010 .3

･ 2010.3

外傷データ等の分析 ･ 対策

検討、 冤縞個画の策定

熟れもげ

対策、 刻隔掴面へ

言羽価内容を反映

凶
関係団体等との協

プログラム管理、 評価 働による対策実施

対策実施後の効果

測定、言羽面

｢セーフコミュニティ推進に向けての市民総決起大会一 厘早木市) にて取組を発表

アジア士鞆或さW H O セーフコミュニティ認鬚正センター指導者が清水小学校を視察

台湾国内のW H O イ ンターナシ ョナルセーフスクールを視察

｢しみずっ子すこやかネ ッ トワーク会議｣ が厚木市セーフコミュニティモデル地区に指定

｢第 13 回融合フォーラム 2009 m 神奈川｣ 厚木市) にて取組を発表

｢セーフコミュニティ認証取得に向けての総決起大会一 厘早木市) にて取組を発表

韓国国内のW H O イ ンターナショナルセーフスクールを視察

｢第31回厚木市立小 ･ 中学校P T A y離跡研究大会｣ (厚木市) にて取組を発表

大阪教育大学附属池田小学校のW H O イ ンターナショナルセーフスクーノ屠臨時式典に参加

｢ア ジア ･ 太平洋学校安全推進フォーラム｣ (大阪府寸池田市) に参加

｢第 19 回セーフコミュニティ国際会議｣ (韓国スウォン市) でポスター発表予定

　　　　　 　
　 　

2009 2009.11 セーフ コ ミュニテ ィ認証取得

に向けての総決起大会

醸 ▲
2009.9 第郎 回れ融合フ ォーラム 2009

　　　　　　　

　　 　

▲
2010.2 第 31回厚木市立小 ･中学校

門OA 活動研究大会
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